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永久機関もどき

技術士（機械） 上野晃譽

井戸の底から丸く青い空を眺めていると次の様な空想に取り付かれた。

水は水素と酸素とで構成されている。また燃料電池は水素と酸素で電気を生成

し、水を排出する。この水をまた水素と酸素に分解し、燃料電池に供給すれば電

気を生成し、水を排出する。言い換えれば、これは永久機関である。

水を分解 → （水素＋酸素） → 燃料電池 → （電気＋水）

この永久機関を成功させるには、まず水の分解である。

水を副産物を作らずに分解する方法には、電気分解、熱分解、化学的な方法等

がある。

電気分解や熱分解には多量のエネルギーが必要になる。このように水を分解す

るに多大なエネルギーを費やしては、燃料電池によって取り出される電気エネル

ギーとの収支が取れなくなる。

そこで多量のエネルギーを使用せずに水を分解する方法として、化学的な方法

が考えられる。

水に濡れた酸化チタンに太陽光が当たると活性酸素が生成される。これは誰で

もが知っている事柄である。

これは太陽光の中の紫外線が酸化チタンを触媒として水から酸素を発生させ

る。水から酸素を取り出せば後に水素が残る。

これを最大限に利用する。すなわち、水中に酸化チタンの粉末を混入し、此処

に紫外線を照射する。水中で生成された活性酸素はすぐ通常の酸素ガスとなるか

ら、水から酸素が抜ければ後には水素が残る事になる。

これを利用すると以下の様なことが空想される。

紫外線 供 給

↓ ↓

（水＋酸化チタン）→（酸素＋水素） → （燃料電池）→（電気＋水）

永久機関もどき

上記における酸化チタンは仮定であり、半導体であれば良いと思う。

半導体は紫外線の照射によって、半導体の電子が放出され、この電子が水の中の
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酸素と結合して活性酸素を生成する。電子の抜けた半導体は還元剤として働き水

素を生成する。

この永久機関もどきが現実に実用化出来れば、燃料として水と紫外線が有れば

良いことになり、化石燃料の使用が減少し、地球温暖化などの環境問題が改善さ

れる事になるでしょう。
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